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I　はじめに

　日本の商業および商業地域構造は，！960年代以

降，流通革命とモータリゼーションの進展により

著しい変化を遂げた。すなわち，いわゆるスー

パーの導入画発展が進み，また，モータリゼー

ションの進展は消費者行動の広範囲化をもたらし

た。スーパー画大型店の進出は，一般の中小商店

に影響を与えたが，また，立地する場所により，

中心商店街，あるいは周辺商業地にも影響を与え

た1）。地域における商業地域構造とその変容は地

理学における主要なテーマの1っである。スー

パー画大型店の発展に対応して，大店法の制定

（1973年）固改正（！978年）が行なわれ2），法に基

づく大型店3）の出店固増床の調整（規制）が行なわ

れてきた。一方，中心商店街の一部には近代化画

再開発が計画され，事業が進められたものもあ

る。至980年代に入り，都市間競争が激しくなると

ともに，日本の好景気，大店法の緩和の方向など

の状況の中で，商業地域では新たな動きが出てき

ている。ところで，商業地域構造の形成画変容に

おいては，大店法や近代化計画にみられるよう

に，人間の意思が重要な役割を果たしている。

　本研究は，茨城県岩井市における商業の地域構

造の実態を明らかにすることを目的としている。

とくに，岩井中心商店街の構造，岩井中心商店街

の形成，宿場町の形成固発達および消費者行動の

実態と変化，大型店の動向，近代化言十画などに注

目して論を進める；

　岩井市は関東地方の中央，茨城県の南西部に位

置し，利根川の左岸に沿う田園都市である。東は

水海道市，北は結城郡石下町画猿島郡猿島町，北

西は猿島郡境町，南西は利根川を隔てて千葉東葛

飾郡関宿町と南は千葉県野田市と接する。地形

は，標高20m前後の洪積台地と台地縁辺部の低

平な沖積地からなる。低地の村々は長年利根川の

水害に1脳まされたが，明治末からの河川改修によ

りようやく水害からまぬがれることができるよう

になった。また，内陸部の沼地の干拓事業が行な

われ，大山沼1長井戸沼1戸沼などが相次いで水

田に生まれ変わった。台地の山林地域には，住

宅固工場の進出が著しい。

　岩井市は，平安時代の中頃（！0世紀），平将門が

本拠を置いた地として知られている。鎌倉時代に

は親鷲上人が，関東地方を布教するための拠点の

一っとなった。岩井は，境宿から岩井個水海道を

経て銚子に至る街道と沓掛宿から長谷河岸早馬津

を経て江戸に向かう江戸街道の交差点になってい

る。また，この地方は利根川と江戸川の水運に恵

まれていた。

　しかし，近代に入って，周囲を河川で隔てられ

ている上，鉄道を欠き，また道路交通の発達から

取り残されていた。1958年になって，利根川に芽

吹大橋が架橋され，道路の整備とともに，野田圃

東京方面と直結され，まさに首都圏へ40～50

km圏内に位置するようになった。そのため，

1960年代以降，各種の工場が活発に進出するよう

になった。また，住宅地も広がり，人口は年々増
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加傾向をたどっている。

　中心集落である岩井は交通の要衝で，主要地方

道古河岩井線が北西から南東に通るほか，中央の

市街地を起点として主要地方道結城岩井線固県道

中里岩井線がほぼ北に，県道土浦岩井線が東に，

県道岩井野田線が南に，県道伏木岩井線が西に向

かう。市街地は道路に沿って形成されている。現

在，中心商店街を迂回するもう一っのバイパスが

建設中である。

　研究方法としては，中心集落と商店の形成にっ

いては古地図圃古文書の分析と聞き取り調査，商

店の分布については景観調査，聞き取り調査およ

びアンケート調査，買物行動については中学校生

徒の家庭へのアンケート調査を実施した。

第1表　岩井市における商業の推移

n　岩井市における中心商店街の構造と形成過程

　II－1岩井市における中心商店街の構造

　1）岩井市の商業の概観

　岩井市の人口は，！955年の合併当時には35，154

であったが，その後減少傾向がつづき，1966年に

は32，899となり，最低を記録した。しかし，その

後人口増加を示し初め，！975年には38，304，ユ985

年には42，177．！988年現在には43，！56を有する

ようになった。過去10年間には7．5％の人口増加

率を示しているものの，最近の年間人口増加率は

鈍化している4）。

　産業別就業人口の構成比をみると，第1次産業

就業者はユ965年の64．6％から1985年の23．8％

へ大きく減少した。これに対して第2次産業就業

者は1965年の14．5％から年々増加し，1985年に

は40．4％へ，第3次産業就業者は！965年の

20．9％から1985年の35．8％へ増加してきた5）。

　このような人口増加と第2次画第3次産業就業

者数の増加の中で，消費者の広域的な流出と消費

者の要求の個性化画多様化が進みっっある。この

ような変化の背景のなかで，既存商店街の商業構

造の考察が必要となる。

　岩井市における商業の現状をみると，岩井市内

の店舗は，旧岩井の中心市街地を中心に分布し，

これから四通八達する主要地方道や県道沿いに路

商店数
売り場面積 従業者数 年間販売額
（m2） （人） （万円）

1970年 660 24，1呈7 ！，814 667，617

1972年 674 27，753 1，949 884，449

1974年 708 2！，3遂3 2，049 1，485，019

至976年 759 23，035 2，35王 2，037，043

1979年 772 27，970 2，489 2，808，793

1982年 821 29，799 2，746 3，944，923

1985年 840 3亘，036 2，938 4，396，989

　　　　　　　　　　　　　（統計いわいより作成）

注1売り場面積には欽食店の面積が含まれていない。

線商業地域を形成している。また店舗は旧村の七

重，弓馬田，飯島，神丈実，七郷，中川，長須の

それぞれの集落の中心部にも分布している。この

ような岩井市の商業は，自然発生的な市街地の形

成を背景として，路線沿いに商店街が形成されて

おり，商業核としての集積が弱い状況である6）。岩

井市全体の商業の推移は，第1表のとおりであ

る。商店数，売り場面積，従業員数および年間販

売額ともに年々増加がみられる。業種別商店数の

推移をみても，いずれの業種も増加を示している

が，とくに，飲食店は1970年の79店舗から！985

年の17！店舗へと大幅な増加が認められる。

　2）中心商店街の設定

　まず，商店街の構造を考察するためには，研究

対象地域の範囲を設定しなければならない。岩井

市の商店の分布状況からみて，最も集積がみられ

る地域は旧岩井中心市街地であることから，この

旧岩井中心市街地の中で中心商店街の範囲を設定

することにした。

　この旧岩井の中心市街地には6っの商店会が，
　　　　へ　だ
その南の辺田に至つの商店会が存在する。商店会

は北から順に，本町親和会，本町サービス会，岩

井市中央会，市役所通り勉強会，西横町商店会，

新町新栄会および辺田商栄会である（第1図）。本

町親和会は最も北方に位置しており，店舗と非店

舗（主に一般住宅）が混在している。また，警察画

専売公社が中心部に位置し，これらにより商店街

が南北に分断されている。本町サービス会と岩井
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第！図　岩井市における商店会の分布

　　　　（聞き取り調査より作成）

市中央会には北西から南東へ通り抜ける地方中心

道路の古河1岩井線に沿って店舗が比較的連続性

を持って並んでいる。市役所通り勉強会は通称市

役所通りと言われている道路に沿って，店舗が連

続的に分布している。西横町商店会は県道岩井画

野田線に沿った商店街であるが，非店舗の中に店

舗が分散的に分布している。岩井市商店会の南に

位置する新町新栄会は主要地方道路の古河国岩井

線に沿って店舗が分布しているが，非店舗が混在

している。また，その南の辺田には辺田商栄会が

位置するが，この商店会も店舗と非店舗が混在し

ており，店舗の立地には連続性がない。

　このように，旧岩井と辺田を中心とする地域で

は，7っの商店会が分布し，これらの7つの商店

会に属している会員の数は355である。これらの

商店会に属している店舗の数は王988年現在の岩

井市全体の店舗数の約40％に相当するもので，

岩井市内では最も店舗の集積がみられる地域であ

る。

　以上のような商店会の分布からみて，中心商店

街の範囲を設定すべきであるが，この地域には店

舗の離散的分布が目立つので，店舗の連続性を考

慮した上，その範囲の設定を行なうことにした。

さて，このような店舗の連続性が注目される所

は，主要地方道路の古河1岩井線とこの道路を横

切る市役所通りに沿った地域である。その他に，

旧岩井中心地の北東を走るバイパスに沿って分布

する店舗は比較的新しく，近年も新店舗の進出が

著しいことから，その一部の地域を中心商店街の

範囲に含むことにした。従って，古河1岩井線と

バイパスが交差する地点から古河固岩井線を南に

下り，新町新栄会の一部の地域までと，市役所通

り西端の古河画岩井線との交差点から東端のバイ

パスとの交差点までを含んだ地域を岩井中心商店

街と設定することにした。

　3）岩井市中心商店街の構造

　a．店舗の業種構成

　ここでは，前節で設定した岩井中心商店街にお

ける店舗の業種構成を考察することにする。第2

図は事業所統計調査に用いた産業分類に準じて業

種項目に分類した。岩井中心商店街に多く分布す

る業種項目として，建設業，製造業，卸売固小

売1飲食店，金融画保険業，サービス業，そして

その他の6っの項目を取り上げ，その内，卸売1

小売固飲食店については，卸売業，小売業および

飲食店と3っに再分類した。さらに，小売業につ

いては，織物画衣類画身の回り晶小売業，飲食料

晶小売業，自動車1自転車小売業，家具固建具画

じゅう器小売業，その他の小売業にさらに細かく

分類し，総計！2業種にっいて考察を行なうこと

にする。第2図が岩井中心商店街における業種の

構成を示したものである。

　岩井中心商店街に分布する業種を多い順にあげ

ると，飲食料晶小売業（19．7％），その他の小売業
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小売薬

具・じゆう器

険業

未調査

　　　　　　　　　第2図　業種構成

（！986年事業所基本調査と1988年アンケート調査より作成）

（ユ8．4％），サービス業（17．2％），飲食店（！4．2％），

織物1衣類画身の回り品小売業（8．3％），家具圃

建具1じゅう器小売業（7．5％）である7）。最も多い

飲食料晶小売業は，他の業種に比べて比較的広い

地域に分布する。すなわち，第1図の商店会の分

布図からいうと，全ての商店会にその分布がみら

れる。その他の小売業も飲食料晶小売業とほぼ同

じ分布を示している。サービス業は前者の分布と

は異なり比較的集積性がみられる。すなわち，岩

井中心商店街に位置する全サービス業の半分近く

が市役所通りに位置している。飲食店は各商店会

ごとに分布している。飲食店の種類は，一般食堂

と寿司店が大部分を占めている日）。織物1衣類1

身の回り晶小売業は，市役所通り商店会に多く分

布している。家具1建具1じゅう器小売業は各商

店会に分布がみられる（写真！）。その他に，バイ

パスには自動車固自転車小売業が多く，家庭用機

械機器，本および靴などの専門店の分布がみられ

る（写真2）。

　以上のように，各業種によってその分布を商店

会ごとに考察した。その特徴としては，飲食料晶

が中心となる最寄り晶店舗は古河画岩井線と市役

所通りとの交差点付近と本町サービス会を中心と

して分布し，衣類と身の回り晶が中心となる買回

り晶店舗は市役所通り勉強会，岩井市中央会およ

び本町サービス会に比較的に集中している。バイ

パスには自動車などの専門店舗の集中がみられ

る。

　b．商店の開業年

　旧岩井市における店舗の開業年をみるとその歴

史は古い。その歴史的形成過程にっいては次の節

で述べることにする。ここでは岩井中心商店街に

位置する店舗の開業年を時期によって区分し，そ

の地域的差異を考察することにする。

　第3図は岩井中心商店街の店舗ごとの開業年を

示したものである。これによると，古河画岩井線

に沿って1954年以前に開業した店舗が分布する。

この時期に開業した店舗は市役所通りにも分布が

みられるが，古河1岩井線沿いほど顕著ではな

い。さらに，それ以後1974年以前までに開業した
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写真1　中心商店街 写真2　バイパスの専門店

　　　　　　　第3図　店舗の開業年
（！986年事業所基本調査とユ988年アンケート調査より作成）

店舗を含むと，古河画岩井線と市役所通りのほと

んどの店舗が属することになり，ほぼ現在と同じ

である。しかし，市役所通りの一部と古河画岩井

線の南端には，1975年以後に開業した店舗がみら

れる。この他に，バイパス沿いの店舗はほとんど

が1975年以後に開業している。これはバイパス

の完工後に進出した店舗が多いからである。以上

のことから，古河個岩井線と市役所通りに沿った

店舗の開業は岩井中心商店街の中ではかなり古

く，バイパスに沿った店舗の開業年はそれより新

しいことがわかる。以上，戦後を基準とした店舗

の開業年を考察した。戦前の店舗の形成について

は次の節で述べることにする。

　C．店舗の規模と本画支店関係

　岩井中心商店街における店舗の規模と本支店関

係を示したのが第4図である。まず，規模につい
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3～4人　　瓜
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J

》
　　　　第4図　店舗の規模と本1支店関係

（1986年事業所基本調査と1988年アンケート調査より作成）

ては従業者数を用いることにする。第4図をみて

わかるように，1～2人の従業者をもつ店舗が大

部分を占める。3人以上の従業者をもつ店舗はわ

ずか15店舗であり，その店舗の大部分がバイパ

ス沿いと，本町サービス会および岩井市中央会に

位置している。この商店街における本画支店関係

をみると，大部分の店舗が単独店である。このよ

うなことから，岩井中心商店街には，ほとんどの

店舗が従業者5人未満の小規模店舗であり，かっ

単独店であることがいえよう。

　4）大型店の動向と商店街再開発計画

　1960年代以降，日本では，スーパーあるいは大

型店の進出が著しいが，岩井市における第！種大

型店舗は，グリーンショッピングセンター1店で

，あり　（写真3），第2種大型店舗は4店である。

スーパーであるマスダ岩井店のほかに，家具専門

店が3店，家電画日用晶スーパーが1店である。

その中で，岩井地区内に位置している店舗は，マ

スダ岩井店，釜谷家具センターおよび小林家具セ

ンターの3店である。

　グリーンショッピングセンターは主要地方道の

古河岩井線から少し東に入った南部の辺田地区と

の境に位置する。売場面積3，332㎡，閉店時刻午

後7時，休業日数年間40日，公示日王976年3月

16日である9）。グリーンショッピングセンターに

関して，法律3条申請受理日は1976年3月！日，

3条申請面積は6，743㎡であった。岩井市商業活

動調整協議会が召集され，！9回の審議を経て，

1976年9月30日に結審された。重要な結審内容

は，売場面積3，332㎡，開店日ユ977年5月！日で

あった。売場面積にっいては，松本市における報

告書の影響があったことがうかがえる10）。

　当時，グリーンショッピングセンター以外にも

大型店の進出の動きがあったことから，岩井市商

工会はいわゆる「凍結宣言」を出して，以降大型

店の立地は事実上阻止されてきた。

　他方，岩井市商業画中心商店街の近代化画再開

発に関して議論が進められ，「岩井市商業近代化
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な機能を有していた町分に分かれていた。1776年

（安永5）年の「岩井村鑑」i5）によると，家数328

軒，そのうち，医師，大工，桶屋，鍛冶がそれぞ

れ2名と記載されている。この資料のみからは商

業機能の実態は明らかにし得ないが，農業に特化

した周辺村落とは異なって，非農業入口がある程

度集積した「町」的集落の存在が推定できる。町

分は，現在の県道岩井古河線に沿って本町，仲町，

新町の三町に分かれ，近世初頭から毎月四の日と

九の日を市日とした六齊市が開かれ，三町で二日

づつ交替に開市していた。文化年問（！804～

1817）の資料によると，市では白木綿，魚粕，干

鰯などが取引きされ，周辺住民の最寄品を供給し

ていた16）。岩井周辺には，境町，関宿，石下，水海

道，守谷，野田というほぼ同規模の市場が存在し，

それぞれが近在の周辺村落を商圏としていたこと

が推定される。

　町分と在方との境界には，比高1．5m程度の築

堤が築かれていた。現在，築堤の存在は認められ

ないが，新町（字新町東側，新町西側）の南側に

は土手向という小字名があり，かつての築堤の存

在を示唆している（第5図）17）。

　このように，明治期以前において，岩井は脇往

還の宿場町と市場町としての機能を有していた。

そして，本町，仲町，新町という町分に商業機能

が集中していたことが推定される。

　2）明治期から第二次世界大戦前までの岩井市

　街の商業機能

　過去における岩井市街地の町並みを復原する直

接的資料は極めて少ない。とりわけ明治，大正，

昭和初期の資料は，限定された年次のみしか残存

していない。そこで，断片的に残る資料類のほか，

聞き取りよって，県道岩井古河線沿いの本町から

土手向までに現存する141の商店それぞれの変遷

について，過去に遡及して復原した18）。

　まず，明治画大正期の岩井市街の商店の分布を

「大正四年　下総岩井町全図」19）および聞き取りに

よって復原した（第6図）。

　猿島郡では，明治20年代以降葉煙草の生産が盛

んになり，嘉永期から盛んになった製茶とともに，

／、

∴．向z
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側
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新

囲了

東

側．

立，・　土手向

O　　　　　　　100m

第5図

一・小字界

岩井市中心商店街における小字界

（岩井市税務課資料により作成）
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／、

口織物・衣料・目用晶小売薬

○飲食料晶小牽業

⑧飲食店
饗家翼・建異・じ曲う器小売業

Xその他の小売業

△理容・葵容・クり一ニグ

全金融・交通遼輸・旅館

◎製造業

第6図

伽

帥O

　△
×1O
　◎
　〔l
　O

σ’’’

　　　…　　　　　　　　　小字界

明治曲大正期の商店の分布

（「大正四年　下総岩井町全図」およ

び聞き取り調査により作成）

写真4　明治後期の煙草の出荷（本町の煙草

　　　　収納所前）

　　　　（岩井市岩井　奥村三千夫家所蔵）

主要な産物となった。！896年（明治29）年の煙草の

専売制施行後，1898年（明31）には本町に東京葉煙

草収納所岩井出張所の事務所が設置された。その

ため，煙草の出荷時期や年に一度の晶評会の時期

には，馬車な荷車をに葉煙草をのせて周辺町村か

ら人々が集まった（写真4）。当時の岩井町には，そ

うした人々を対象にした旅館が3軒あり，煙草の集

散の時期には市も立ったという。明治後期におい

て，煙草は主として水海道へ移出されていげ）。

1927年（昭和2）の『猿島郡郷土大観』2’）には，昭和初

期の岩井町について，「（前略）市街に住むものは概

ね商業に従事す市街は従來主として製茶の集散地

なりしが葉煙草収納所を置かれしより其の季節に

至れば車馬路騨として絶へず物産の主要なるもの

は茶煙草米麦生糸酒醤油味噌及鵠戸沼の鯉鰭雑魚

等なり。」と記され，煙草の集散が岩井の重要な機

能であったことを示している。

　このほか，明治後期には，下妻区裁判所岩井出張

所，岩井郵便局電信局，境警察署警部補派出所など

の官公署が置かれ，行政機能の集積も進んだ。

　明治1大正1昭和初期における商店は，仲町を

中心に本町，新町の北側といった現在の商店街の

中心部分に集中していた。土手向では，食晶小売商

店（酒屋，魚屋）が2軒存在するに過ぎなかった。全

商店5ユ軒中24軒は，衣類1身の回り晶小売業と飲

食料晶小売業で占められ，周辺住民の日用晶の供
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第2表　岩井町における地区別国税！0円以

　　　　上納税者数および納税額

　　　　（明治44年：！911年）

納税者数　　合計税額
（人）　　　（円）

本　町 u　　　　　826，！20

伸　町 17　　　　1584．835

新　町 12　　　　　666．780

その他 18　　　　！408，205

合　言十 58　　　　4485．940

（「衆議院議員選挙人名簿」および聞き取りにより

作成）

注：本町は，字本町画本町東側1本町西側，仲町

　　は，字仲町1仲町東側画仲町西側，新町は，

　　字新町東側1新町西側を示す。

給機能が卓越していたことが推定される。

　明治後期における商業の規模を推定するため

に，1911年（明治44）の国税多額納税者（直接国

税至O円以上納税者）にっいて，第2表に町別に集

計した22）。この時期の国税には，商業の営業規模

に応じて課税される営業税のほか，地租固所得税

等が含まれるが，商業の卓越する岩井市街地の場

合，国税納税額の多寡が商業の規模を反映するも

のと見てよいであろう。これによると，仲町の商

業規模は岩井町の多額納税者全体の35％で，本

町の1．7倍，新町の2．4倍にあたる。このように，

商店数のみならず商業規模の面でも，仲町への商

業機能の集中が認められる。

　現在，仲町交差点において県遣土浦古河線（本通

り）と交差する県道岩井野田線（横町通り）は，昭和

初期までは現在より50mほど北側の字仲町と字仲

町東側の境界付近でかぎ型に交差していた。！931

年（昭和6）に現在のように改修され，伸町交差点が

できた。県道岩井野田線に沿う現在の横町商店街

の商店は，このころ開店したものが多い23）。

　3）第二次世界大戦後の岩井市街の商業機能

　第7図に第二次世界大戦後直後の岩井市街の商

店の分布を示した24）。明治圃大正期に商店が集中

していた仲町，本町のほか，新町の南部や土手向

／、

口織物・衣料・日用晶小売葵

○飲食料晶小売業

⑱欽食唐
麗菱…蒙具・…妻具・じゆう暑暮／j、峯書薬

xその他の小売業

△理容・美容・クリーニグ

念金融・交逓遵輸・旅館

＠製造業

第7図

㍍拶

鱈
．と

’．蟻

×

口

襲

A
合
目
畷

　　颪“I－

　　O　　O
　　A
　　O　　○
　　瓜
　　D　　鰯
　　O
　　x　　口　　星．．

撚

　　　・…　　　　　　一小字界

第二次世界大戦直後の商店の分布

（聞き取り調査により作成）

にも商店が分布し，商店街が形成された。新たに

増加した商店の中には，本町や仲町の商店から分

家したものも多い。また，土手向には，美容室，

クリーニング，金融業といったサービス業種が多

く分布している。

　昭和30年代から，従来の食晶，呉服，金物肥料

といった日用晶小売業種のほか，パチンコ店，映
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口織物・衣料・臼用品小禿樂

○飲食料晶小売業

㊧飲食席
愛家具・齪・じゆう器小売業

×その他の小売薬

△灘容・美容・クり一ニグ

念金磁・交遜運輸・旅館

◎製造業

第8図 1973年の商店の分布
（『岩井市商工名鑑』および聞き取り

調査により作成）

画館等の娯楽施設が増加し，本町に映画館！館，

本町，仲町，新町にはパチンコ店4店を数えた。

こうした娯楽施設は，1970年代のオイルショック

以降，三町内からは消滅し，飲食店やスーパー

マーケットに変わった。

　次に，第8図に！973年（昭和48）の商店の分布

を示した25j。この時期には本町から土手向まで連

担した商店街が形成されていた。第二次世界大戦

直後に見られた，酒造画醸造といった製造業はな

くなり，飲食店などのサービス業や，電気，文具，

書籍などの文化晶小売業の増加がみられる。この

前後から，各商店の改築や商標の変更が行われ，

現在の景観ができあがった。

　このように，岩井市の中心商店街は，近世期の

宿場町1市通町として商店や宿屋が集中していた

と推定される本町1仲町が核となって発展した。

そして，昭和初期から第二次世界大戦前後にかけ

て，県道岩井古河線沿いに南北に商店街が拡大し

ていった。同時に県道岩井野田線沿いの横町に商

店が増加し，現在のような連担した商店街が形成

された。

皿　岩井市住民の買物行動

　皿一1調査の概要

　岩井市住民の買物行動の現況および変化を明ら

かにするために，アンケート調査を実施した。ア

ンケートは市内の3っの中学校に依頼し，各中学

校において配布，回収を行っていただいた。アン

ケート用紙は1989年5月29日に各中学校のクラ

ス数に比例させて，言十368枚配布し，1週問後に

回収を行った26）。アンケート用紙の回収数は332

枚であり，回収率は90．2％と良好な結果を得た。

なお，この回収数は岩井市の全世帯の約3．3％に

相当する。回答者の性別は，アンケート言己入を実

際に買物をする方に依頼したため，女性が全体の

9！．7％を占めており，また，回答者の年齢は30代

が47．0％，40代が49．！％を占めていた。世帯主の

職業はサラリーマンが49．8％と半数近くを占め，

自営業固自由業33．3％，農林漁業8．9％と続いて

おり，勤め先は自宅，自宅外の岩井市内，岩井市

外が各々！／3を占めていた。

　分析に用いる調査項目は，自家用車保有台数と

自家用車の買物への利用頻度，6晶目（パン，野

菜，下着1シャツ，婦人服，男子上着，テレビ）

の商晶に対する現在と10年前の購入先店舗の所

在地および店舗の種類，そして現在と10年前の
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第9図
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アンケートでの地域区分

外食がなされる場所とした27）。

　岩井市内での商晶購入先店舗および外食の所在

地は第9図aにみられるように，中心商店街，中

心商店街南隣地域（以下南隣地域とする），バイパ

ス沿道，その他の地域の4地域に分類した。中心

商店街は岩井市で小売店舗の最も集積した地域で

あり，古くからの商店街である。南隣地域では店

舗は分散しているが，第一種大型店であるグリー

ンショッピングセンターが立地している。バイパ

ス沿道では自動車関連産業や専門の大型店が立地

し，南隣地域とともに店舗の設置時期は比較的新

しい。また，購入先店舗の種類は，一般の小売店，

大型店，小型スーパー2B），生協固農協の店，その他

とし，デパートに関しては名称と場所を記入する

欄を設けた。なお，地区別，自動車保有台数別な

どによるクロスセクション分析を行ったが，地区

別に関しては，第9図bにみられるように，岩井

市を中央，東，西，南，北の5つの地区に分けて

分析を行った29）。

皿一2現在の買物行動

1）商品購入先店舗の所在地

岩井市住民の商晶購入先および外食先は，全体

では中心商店街が33．3％，南隣地域が！7．0％，バ

イパス沿道が1ユ．2％，市内のその他の地域が

8．6％を占めており，岩井市の地元吸収率は

74．4％に達している（第！0図）。市外では野田市

が8．5％と最も高く，次いで水海道市が7．1％，柏

市が4．！％，つくば市が3．8％となっている。

　晶目別ではパン，野菜は岩井市内が購入先の約

90％を占めており，地元吸収率の高い商晶である

といえる。ともに中心商店街での購入率は約40％

で，調査した晶目では最も高い割合を示してい

る。下着圃シャツ，テレビは岩井市内が購入先の

約70％を占め，パン，野菜に次いで地元吸収率が

高い。下着1シャツは市内ではパン，野菜と同程

度に中心商店街での購入率が高いのに対し，テレ

ビは中心商店街での購入率が高いものの，他の晶

目と比較し，市内のその他の地域での購入率が高

い点に特徴がみられる。市外では下着画シャツ，

テレビともに岩井市内に隣接する野田市，水海道

市での購入率が高い。婦人服，男子上着の市内で

の購入率は約50％で，地元吸収率が低い。とくに

婦人服は調査した晶目（外食を除く）の中で，中

心商店街での購入率が26．0％と最も低い。市外で

は婦人服は柏市，野田市，水海道市，つくば市で

一226一



A
（1）バン　　　（2）野菜

A
（3）ド着1シャツ　　（4）婦人服

0　10　20　30％0　i0　20　30％O　10　20　30％0　10　20　30％

（5）男子1二着　　　　（6）テレビ （7）外食　　　（8）全体

0　10　20

〔二〕10年前

㎜現在

30％0　10　20　30％0　10　20　30％0　10　20　30％

　A：中心商店街　B：南隣地域　Cバイパス沿道　D：市内その他
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第10図 商晶購入先および外食先店舗の所在地の変化
　（アンケート調査により作成）

の購入率が各々10％前後を占め，購入先は多地域

に分散している。男子上着も婦人服と同様の傾向

がみられるが，婦人服と比較し，柏市，っくば市

での購入率が低く，婦人服よりも購入範囲が狭

い。以上のことから，岩井市では低次の商晶に関

しては地元購入率が高いが，高次になるにっれ

て，他の市町村への流出率が高くなるといえる。

また，外食先は市内が60％を占めているが，中心

商店街の割合は20．6％と，調査晶目では最も低い

割合となっていることから，中心商店街での飲食

は余り一般的ではないといえる。市内ではその他

の地域の割合が高く，市外では野田市の割合が高

い点に特徴がみられる。

　次に，地区別に商晶全体の購入先と外食先の所

在地の特徴をみていく（第11図）。まず，中央地

区は岩井市全体の購入先（前掲第10図）と類似し

た傾向がみられる。しかし，この地区が岩井市の

中心部を含んでいるにもかかわらず，岩井市の中

心部（中心商店街，南隣地域，バイパス沿道）に

位置する店舗での購入率は若干低くなっている。

東地区は岩井市での購入率は57．1％と，5地区の

中では最も低い。市外では水海道市での購入率が

高く，岩井市の中心商店街や南隣地域での購入率

を上回っている。すなわち，東地区は水海道市の

商圏の影響が強いといえる。西地区は岩井市での

購入率が高いが，これは隣接市町村への交通のア
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各地区の上段は10年前，下段は現在の購入先を示す。

　　　　第11図　地区別商晶購入先店舗の所在地の変化

　　　　　　　　（アンケート調査により作成）

クセスが悪いことに起因していると考えられる。

市外では北に接する境町での購入率が6．7％と他

の地区と比較し，割合が高くなっている。南地区

は岩井市内での購入率が63．2％と東地区に次い

で低く，他市町への流出率が高い。しかし，南隣

地域に接していることもあり，南隣地域での購入

率が高くなっている。市外では野田市の購入率が

21．2％を占め，中心商店街や南隣地域よりも高い

割合になっている。すなわち，南隣地域では野田

市の商圏の影響が強いといえる。北地区は岩井市

内での購入率が80．O％と，5地区の中では最も高

く，とくに中心商店街は45，2％を占めている。ま

た，北地区は境町に接するが，境町での購入率は

1．9％に過ぎない。すなわち，北地区では，東地区

の水海道市や南地区の野田市のように，岩井市と

競合する商業地域が存在しないといえる。

　2）商晶購入先店舗の種類

　岩井市住民の商晶購入先の店舗の種類は，第！2

図にみられるように，全体では大型店が49．2％と

半分近くを占め，小売店（28．1％），デパート

（王1．8％），小型スrパー（5．9％）がこれに次いで

いる鋤。

　品目別では，パンは大型店での購入率が4310％

を占め，最も割合が高いが，他の品目と比較し，

小売店と小型スーパーでの購入率も高い点に特徴

がみられ，とくに小型スーパーは6晶目の中で最

も高い割合を示している。野菜と下着固シャツは

大型店での購入率が高く，ともに60％以上を占

め，次いで小売店が約20％を占めている。しか

し，野菜が小型スーパーでの購入率が高いのに対

し，下着固シャッはデバートでの購入率が高い。

婦人服は大型店での購入率が50．6％を占めてい

るが，6品目の中ではデパートでの購入率が最も

高く，小売店での購入率が低い点に特徴がみられ

る。男子上着は婦人服ほど顕著ではないが，同様

の傾向がみられる。テレビは小売店での購入率が

晶目別では最も高く，5419％に達する。購入先は

先に記したように，岩井市のその他の地域に多い

こと，また，市内のその他の地域には大規模な電

器店がみられないことから，テレビは他の商晶よ

りも地元の集落内の小売店で購入される割合が高

いと推測される。
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第！2図 商晶購入先店舗の種類の変化

（アンケート調査により作成）
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市内その他
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その他
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第！3図

小売業デパート大型店小型　その他
　　　　　　　　　スーノ寸一

商晶購入先店舗の種類（現在）

（アンケート調査により作成）

　地域別では，第13図にみられるように，中心商

店街，市内のその他の地域では小売店で購入され

る割合が50％前後を占め，南隣地域，バイパス沿

道では大型店の割合が高い。とくに南隣地域では

大型店が購入先の80％近くを占めており，大型

店が南隣地域の商業核となっている。市外では，

岩井市に隣接する水海道市，野田市では大型店

が3I），やや遠方のっくば市や柏市ではデパートの

割合が高い点に特徴がみられる32）。

皿一3　買物行動の変化

1）商晶購入先店舗の所在地の変化

岩井市住民の商晶購入先店舗の所在地を現在と
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10年前と比較すると，岩井市内での購入率は

74．4％から7011％へと低下し，地元吸収率の低下

がみられる（前掲第10図）。これは中心商店街で

の購入率の低下によるところが大きく，同じ岩井

市内でもバイパス沿道や南隣地域では購入率の増

加がみられる。，すなわち，市内での購入先が中心

商店街からバイパス沿道や南隣地域へ移動してい

るといえる。また，市外ではつくば市が購入率こ

そ3．8％と低いが，新しい商業地域として著しい

伸びを示している。

　晶目別では，パン，野菜は市内全体での購入率

はほとんど変化がみられない。しかし，市内での

購入先はともに中心商店街での購入率が10％強

シュアを低下させているのに対し，パンはバイパ

ス沿道で，野菜は南隣地域で増加がみられる。す

なわち，パンと野菜は市内での購入先の変化が著

しい。テレビの購入先もパン，野菜と同様の傾向

がみられるが，購入先の変化はパン，野菜ほど顕

著ではない。下着画シャツは市内での購入率の低

下が著しく，とくに中心商店街は！2，2％シェアが

低下しており，品目別では最も大きな減少率と

なっている。他方，市内の南隣地域やバイパス沿

道，野田市，っくば市，水海道市などでは，2～

5％程度シェアが増加しており，著しく増加した

地域はないものの，多地域にわたって中心商店街

での購入者が流出しているといえる。

　婦人服は市内での購入率が55．4％から49．7％

へと低下しており，それは他の商晶と同じく，中

心商店街でIの購入率の低下によるところが大き

い。市外ではっくば市での購入率の増加が著しい

が，水海道市や野田市では購入率の低下がみられ

る。男子上着に関しても購入先の変化は婦人服ほ

ど顕著ではないものの，同様の傾向がみられる。

外食先は市内の割合が調査品目中最も低下してお

り，とくに中心商店街のシュアは11．3％低下して

いる。外食先は市内ではバイパス沿道，市外では

っくば市での増加が著しい。

　商晶購入先店舗の所在地の変化をより詳細に検

討するため，！0年間に購入先を変えた人を対象

に，その特徴をみていく。対象とする晶目はパン

（a）パ

　　　　　　　　　　、＼

ζ雛萄’／

　　　　　　①⑤

　　　　　　　南隣　　　　水海

咲蛙宍会1勢∴局
　　　　　　　炉む

σ二二

　　　一一一一一杜1，2

　　　　　　3，4
　　　o一一一一担5，6

　　　一一ヰ7，8
　　　囲囲夢9以上
　　変化した数

第14図　パン，婦人服の購入先店舗の所在

　　　　地の変化
　　　　　（アンケート調査により作成）

と婦人服とするが，これは購入先店舗の所在地が

前節で記したように，著しい対照を示すことによ

る。

　第14図aは各地域間でのパンの購入先の変化

を示したものである。購入先を変えた人は計66

人で，！0年前の購入者総数のうち，33．7％が現在

購入先を変えている。購入先の変化は市内の地域

間で多くみられ，購入先を変えた人の60．6％を占

める。とくに中心商店街からバイパス沿道に購入

一230一



先を変えた人は15人と最も多く，南隣地域から

の人を加えると！8人に達する33）。購入先の変化は

中心商店街と南隣地域の問にも14人みられるが，

両方行への変化がほぼ同数であるため，両地域間

の購入者数は中心商店街が2人増加しているに過

ぎない。なお，市内と市外間，市外の都市間では

購入先の顕著な変化はみられない。

　第！4図bは各地域間での婦人服の購入先の変

化を示したものである。購入先を変えた人は計82

人で，10年前の購入者総数のうち，44．3％が現在

購入先を変えている。これは調査品目中最も高い

割合になっていることから，婦人服は購入先の変

化が生じやすい商晶だといえる34）。購入先の変化

は多岐にわたっているが，市内の地域問と市外の

都市間において顕著にみられる。市内の地域間で

購入先を変えた人は24人で，これは購入先を変

えた人の29．3％にあたる。購入先の変化は中心商

店街からバイパス沿道および中心商店街と南隣地

域間で顕著にみられる。また，市外の都市間で購

入先を変えた人は33人で，これは全体の40．2％

にあたる。購入先は野田市からつくば市へ，水海

道市からっくば市へ変える人が多い。っくば市へ

の購入先の変化は市外では一般にみられる現象で

あるが，岩井市内からつくば市へ購入先を変えた

人は2人に過ぎない。すなわち，婦人服に関して，

つくば市の商圏は野田市，水海道市，柏市での購

入者を吸収することによって成立し，岩井市の商

圏とは競合関係にないといえる。

　次に，地区別に商晶購入先店舗の所在地の変化

をみていく（前掲第！1図）。中央地区は商晶購入

先の変化が5地区中最も小さく，購入先のシェア

の変化はすべて5％内となっている。東地区は

市内のその他の地域での購入率の低下が著しく，

南隣地域やっくば市で増加がみられる。また，現

在購入率の高い水海道市や中心商店街は余り変化

がみられない。南地区や西地区は岩井市全体の購

入率は余り変化がみられない。しかし，市内では

中心商店街から南隣地域やバイパス沿道へと購入

先が変化している。なお，南地区の住民は野田市

で商晶を購入する割合が高いが，この10年間で

は，若干購入率の低下がみられる。北地区は先に

記したように，中心商店街での購入率の高い地区

であるが，中心商店街のシェアの低下は13％と

5地区中最も大きい。購入率の増加はっくば市や

バイパス沿道で著しい。

　以上のことから，中心商店街は中央地区を除

き，商圏勢力を低下させているといえる。また，

南地区に商圏を有している野田市や東地区に商圏

を有している水海道市は岩井市でのシェアの拡大

はみられず，逆に野田市はシュアを低下させてい

る。シェアの増加は各地区とも，市内では南隣地

域やバイパス沿道，市外ではっくば市でみられる

ことから，古くからの商業地域から新しい商業地

域へと購入先が変化しているといえる。

　2）商品購入先店舗の種類の変化

　商品購入先店舗の種類は前掲第12図にみられ

るように，全体では10年問で小売店での購入率

が減少し，大型店，小型スーパー，デパートでの

購入率が増加している。

　小売店はすべての晶目において購入率の低下が

みられ，とくにパン，野菜，下着国シャツなどの

低次の商晶においては10％以上のシェアの低下

がみられる。また，現在，小売店での購入率が

50％以上を占めるテレビも10％以上シェアが低

下している。購入率の増加は野菜，下着固シャツ，

テレビに関しては大型店で，婦人服，男子上着は

デパートで，また，パンは小型スーパーでみられ

る。このように，購入する商晶によって店舗の種

類が異なる傾向がみられる。

　購入先店舗の種類の割合を地域別でみると，中

心商店街では小売店が低下，大型店が増加してい

るのに対し，バイパス沿道や市内のその他の地域

では小売店が低下，小型スーパーが増加している

（第！5図）。南隣地域では大型店で購入者の割合

が若干増加しているものの，大きな変化はみられ

ない。大規模な大型店が1977年に開業した南隣

地域では，この大型店を核とした買物行動が10

年前から確立していたといえよう。市外では野田

市や水海道市では購入先店舗の種類にはほとんど

変化がみられないが，柏市では購入先が大型店か
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中心商店街

南隣地域
バイパス沿道

市内その他
　　水海道市

　　野田市
　　その他
　　全　　体

凡伊．汽基0％　　　　　小売業デパート大型店1小型　　その他

　　　　　　　　　　　　　　スーノ寸一

第！5図商晶購入先店舗の種類（！0年前）

　　　　（アンケート調査により作成）

　　　　（注）つくば市，柏市はサンプル数

　　　　が少ないため省略。

らデパートヘ変化している。これは高次の商晶を

デパートで購入するという傾向をそのまま反映し

ているといえる。

　1皿一4　モータリゼーションの影響

　1）自家用軍の買物行動への影響

　明治期以降の都市の多くは鉄道の駅を核として

発展していったが，岩井市は現在も鉄道の開通が

みられず，都市としては鉄道に依存しない特異な

発達をしてきたといえる。そのため，岩井市の住

民は移動手段としてバスに依存してきたが，この

バスは東京に直結していないことや大量の旅客輸

送に適していないことなどにより，岩井市は東京

から同距離に位置する他の都市と比較し，都市の

発展は遅れている。公共交通機関の未発達は，結

果として自家用車の保有を半強制的なものとし，

住民の自家用車保有率を高める。！988年3月末の

岩井市の自家用乗用車の登録台数は13，059台で，

！0年前と比較すると1．5倍増加していること，

100世帯あたりの乗用車登録台数は123．7台で，

茨城県の市としては最も自家用乗用車の普及率が

高いことは，このことを端的に示している。

　岩井市の世帯あたりの自家用車保有状況は，ア

ンケート調査によると，1台保有している世帯は

全体の28．8％，複数保有している世帯が67．0％を

占めており，自家用車を保有していない世帯は

4．2％に過ぎない。この自家用車の保有状況は地

区によって異なっており，岩井市の中心部を占め

る中央地区では，複数保有の割合が60．0％と最も

低いのに対し，郊外では複数保有の割合が高く，

とくに西地区や東地区では80％に達している。

以上のことから，岩井市では自家用車の複数保有

が最も一般的な保有形態であり，それは郊外にお

いて著しい現象であるといえる。

　自家用車の複数保有は個々人が自家用車を保有

することにより，使用目的ごとの自家用車の利用

を可能とするが，このことは主婦の買物行動に少

なからず影響を与えていると考えられる。そこ

で，自家用車の保有状況と自家用車の買物利用頻

度および商晶購入先との関係にっいて考察してい

く。

　アンケート調査によると，自家用車を保有して

いる世帯のうち，買物に自家用車を利用している

世帯は全体の97．8％を占めている。そのうち，買

物によく自家用車を利用している世帯は85．4％

を占めていることから，自家用車は買物行動に対

し，重要な役割を担っているといえる。とくに自

家用車を複数保有している世帯は買物への目家用

車の利用頻度が高い35）。商晶購入先店舗の所在地

は，買物に自家用車をよく利用している世帯は，

時々利用している世帯よりも市内で商晶を購入す

る割合が高く，とくに南隣地域，バイパス沿道の

割合が高い（第16図a）。他方，自家用車を時々利

用している世帯は，市内では中心商店街で，市外

では水海道市や柏市で購入する割合が高い。商品

購入先店舗の種類は，買物に自家用車をよく利用

している世帯は，時々利用している世帯よりも小

売店や大型店で購入する割合が高く，デパートや

小型スーパーの割合が低い（第16図b）。すなわ

ち，日常の買物に自家用車をよく利用している世

帯ほど行動の範囲が狭く，市内の小売店や大型店

を利用する傾向にあるといえる。他方，自家用車

を時々利用する世帯は市外のデパートで購入する

割合が高いが，これは休日の買物行動の影響を受

けているためと考えられる。
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　　　（a）店舗の所在地

よく利用する

時々利用する

0　20　40　60　80　100％
鴫商圃蟷隣地圏㌶瑚そ貿請く｛ま

　　鯉水海道騒野田市目柏　市嚢境　町□その他
　　　市

　　（b）店舗の種類

よく利用する

時々利用する

　　　　　0　　　　　20　　　　40　　　　60　　　　80　　　　10096

　　㎜小売店慶ヨデパー§大型店目小売□その他
　　　　　　　ト　　　　　　　　スーパー

第！6図　自家用車利用頻度別商晶購入先
　　　　　（アンケート調査により作成）

　　　　　（注）ミ利用しないφはサンプル数

　　　　　が少ないため省略。

　2）駐軍場の整備状況

　自家用車を利用して買物をする場合，一時的に

自家用車を駐車する空問を必要とする。その代表

的なものが路外駐車場（以下駐車場とする）であ

るが，この駐車場の整備状況が来店者数に大きな

影響を与えている36）。このことは，買物に自家用

車をよく利用する世帯が85％を超えていること

によっても明らかである。以下，中心商店街を例

に駐車場と商店街との関係を考察していく。

　中心商店街の駐車場は主に商店街の後方に設置

されており，それらは市街地のかなりの空問を占

有している。来街者が利用できる駐車場は大部分

が個々の店舗が管理する専用駐車場であり3了），有

料の時間貸駐車場はみられない。それらの多くは

店舗後方の敷地内に設置された5～10台程度の

収容能力を有する小規模な駐車場であり，駐車場

へは裏通りから侵入する。このような来客用の駐

車場は自動車の一般家庭の普及にともない，店舗

が既存の施設を転用することによって設置された

ものであり，昭和40年以降，転用が急速に行われ

た。そこで，中心商店街に立地するA商店を事例

写真5　A商店の専用駐車場

に，駐車場と店舗との関係をみていく。

　A商店は衣類を販売する小売店で，創業は明治

末にまでさかのぼる。敷地は幅ユ0m，奥行き100

mで，建物の1階は店舖，2階は住まいおよび倉

庫として利用されている。駐車場は裏通りに面し

た所にあり，7～8台の自動車を収容することが

できる（写真5）。駐車場は店で使用する自動車の

駐車場所を確保するため，昭和40年代初め頃に

敷地内の菜園を転用することにより設置された。

現在は来客用の駐車場としても使用されており，

1日平均40台前後の駐車がある。このような小

売店の駐車場は裏通りに面しているため，駐車場

へのアクセスが悪く，また，小売店の専用駐車場

であるため，他の店舗での買物はある程度の制約

を受ける。そのため，自家用車を利用した来街者，

とくに初めて訪れた人には，中心商店街の駐車場

は利用しづらいものとなっている。このことは先

に記したように，中心商店街では買物に自家用車

をよく利用する人の割合が低いことにもあらわれ

ている。

　現在，岩井市の中心商店街には大型店が建設中

であるが，この大型店は自家用車での来店に備

え，店舗の3階と屋上に計250台の収容能力を有

する駐車場が設置される38）。今後，この大型店が

中心商店街の交通の結節点となりうるため，従来

の郊外型の大型店とは異なり，商店街との共存が

可能である。従って，大型店の駐車場を利用した
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客をいかに商店街へ誘導するかが，今後の中心商

店街の課題となろう。

1V　おわりに

　本研究は，茨城県岩井市の中心商店街の構造な

らびに岩井市住民の買物行動を明らかにすること

を目的に，調査，検討を行ってきた。その結果を

まとめると，以下のようになる。

　1）岩井市の店舗は，中心市街地を中心とする

地域に集積がみられる。店舗の業種構成は，飲食

料晶の小売業が最も多く，サービス業，飲食店が

これに次いでいる。これらの店舗は，古河岩井線

と市役所通りを中心として分布する。その他，バ

イパス沿道には自動車関連の専門店が立地してい

る。店舗の規模は，従業者数5人未満の小規模店

舗が大部分であり，そのほとんどが単独店であ

る。

　2）現在，市内の第一種大型店にはグリーン

ショッピングセンターがあるが，新たにプリオ

101も建設中である。これらは今後，岩井市の商

圏の核を形成することが予想される。

　3）岩井は近世期以来の脇往還の宿場町，市場

町として発展した。明治期以前は，本町，伸町に

中心機能が集積し，周辺市町村の日用晶の需要に

供していた。明治期以降，煙草の集散地としての

機能が商業の集積を促し，昭和初期から第二次世

界大戦前後に新町，土手向，横町に商店が拡大し

た。高度成長期前後には，従来の日用晶小売業に

代わって，サービス業種が増加した。

　4）パンや野菜，下着画シャツなど低次の商晶

は，市内の小売店，大型店および岩井市に隣接す

る水海道市や野田市の大型店で，婦人服や男子上

着など高次の商晶は柏市やつくば市のデパートで

購入される傾向にある。この10年間で，商晶購入

先は中心商店街が減少し，南隣地域，バイパス沿

道，つくば市が増加している。また，購入先店舗

は小売店が減少，大型店，デパート，小型スー

パーが増加している。

　5）自家用車は買物によく利用されているた

め，各店舗は駐車場の設置が必須とされる。中心

商店街では駐車場がかなりの空間を占めている

が，それらの多くは専用駐車場であり，店舗の後

方に設置されている。そのため，買物客にとって

は利用しづらいものとなっている。このことが中

心商店街での購入率低下の一因となっていると考

えられる。

　岩井市の中心商店街では，現在，第一種大型店

であるプリオ101が建設中であり，商店街のモー

ル化も言十画されている。このことは，今後，岩井

市の中心商店街のみならず，周辺市町村の商業構

造をも大きく変容さすものと考えられる。

　本稿を作成するにあたり，っくば大学地球科学系の高橋伸夫先生をはじめとする諸先生方からは御指導

と御鞭鍵をいただきました。また，資料収集やアンケート調査にあたり，岩井市役所，岩井市史編纂室，

岩井市商工会，各商店会の方々，ならびに各中学校の諸先生方，御父兄の方々の多大なる協力を得ること

ができました。以上，記して感謝申し上げます。

　なお，補充調査の際，平成元年度文部省科学研究費奨励研究（A）『わが国における明治期以降の中心地

システムの変容』（研究代表者：筑波大学歴史1人類学研究科河野敬一，課題番号01790590）の一部を利

用しました。
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　　いる。

！8）商店の変遷についての聞き取り調査の際に，下記の方々にご協カいただいた。（敬称略）

　　荒木節次（明治40年生），稲葉嶽男（大正8年生），中清金物店（昭和元年生），中村善一郎（昭和2
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19）「大正四年下総岩井町全図」（岩井市神田山，中村修作家所蔵文書）

20）岩井市岩井，奥村三千夫家所蔵文書

21）黒澤常葉（1927）：ポ猿島郡郷土大観』郷土顕彰会（1972年，嵩書房復刻版），44～53．

22）「明治四十四年衆議院議員選挙有権者」（茨城政経研究社（1980）：『明治四十四年町村制改正記念茨城

　　県勢総覧』，817ぺ一ジ）

23）明治4雀年の横町（東横町。西横町）における多額納税者は2名に過ぎない。

24）主として聞き取り調査によ乱

25）岩井市・岩井市商工会（1973）：『岩井市商工名鑑』p．225．および聞き取り調査による。

26）アンケート用紙は岩井中学校の6クラス，南中学校の2クラス，東中学校の1クラスの計9クラスに

　　配布し，各々218，75，39の回収を得た。

27）アンケート項目の“現在”はこの3年間について記入してもらっれ

28）小型スーパーにはコンビニエンスストアーを含む。

29）東地区と南地区の範囲は東中学校，南中学校の学区とし，中央地区，西地区，北地区は岩井中学校の
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　　学区を3っに分けたものである。中央，東，西，南，北の各地区のアンケート回収数は95，39，49，

　　75，59で，分類不能のものが15あった。

30）岩井市内，水海道市，野田市において，デパートでの購入者がみられるが，この地域にはデパートが

　　ない。これは，アンケートの記入者が大型店をデパートとみなしたことによると考えられる。

3！）第1種大型店は，野日ヨ市では野田ジャスコ（22，400狐2），イトーヨーカ堂（8，409犯2），水海道市ではマ

　　スダ（5，164m2），みっかいどうプラザ（5，010m2）がある。

32）デパートは柏市のそごう（51人），高島屋（14人），つくば市のクレオ（32人）の利用者が多い。

33）バイパス沿道からは中心商店街へ3人，南隣地域へ1人，野田市へ1人購入先を変えている。従って

　　バイパス沿遺での購入者は14人増加している。

34）購入先店舗の所在地を変えた人の割合は，野菜35．3％，シャッ曲下着31．1％，男子上着39．7％，テレ

　　ビ32．遂％となっている。

35）自家用車を三台保有する世帯のうち，買物に自家用車をよく利用する世帯は67．0％，時々利用する世

　　帯は28．7％，利用しない世帯は4．3％，自家用車を複数保有する世帯のうち，買物に自家用車をよく利

　　用する世帯は90．5％，時々利用する世帯は8．2％，利用しない世帯は1．3％となっている。

36）このことに関しては，以下の研究で明らかにされている。

　　武政　功ほか（1987）1休日の買物行動における駐車場選択に関する研究．第22回日本都市計画学会

　　学術論文集，523～528．

　　石田東生（1988）：買物目的地選択における駐車場整備の効果について1第23回日本都市計画学会学

　　術論文集，403～408．

37）専用駐車場以外には，新町新栄会の下位組織であるオリオン会が管理する共同駐車場がある。

38）最終的には1，000台の収容を予定している。
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